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2今夏の最大電力発生日（８月２２日）の状況

○８月２２日は、気温の上昇によって需要が高く推移したことに加え、舞鶴１号機の停止（▲90万kW）や南港３号機

の出力抑制（▲32万kW）など、火力機のトラブルがありましたが、卸電力取引所からの追加調達(＋86万kW)や

他電力からの追加応援融通の受電(+25万kW)等により供給力を追加調達（2,932万kW →2,936万kW 、+4万kW ）

し、安定供給を確保することができました。

最大電力実績
2,816万ｋＷ（▲29）

供給力 2,936万ｋＷ（+4）

８月２２日実績

揚水

火力

水力

原子力 236

332

1,374

263

太陽光 1

今夏（８月）の見通し

揚水

火力

水力

420

66

１,478

236

供給力 2,932万ｋＷ想定最大電力
2,845万ｋＷ

ポンプ能力
夜間の供給余力
昼間の運転必要時間 から算定

定期検査の繰り延べ（全台稼働）
火力機の増出力運転、緊急設置

電源、吸気冷却装置の活用

※建設中の姫路第二１号機は初号機であ
るため試運転電力を見込まず

【火力（自家発）・融通等】
必要な予備率3％を確保するまで
の量を受電

夏の出水量の見極めが困難である
ことから、１ヶ月の下位５日平均で算
定

節電のご協力

火力発電所トラブル停止等に伴う
揚水発電可能供給力の減

舞鶴１号機補修停止▲９０
南港３号機出力抑制▲３２
姫路第二1号機試運転＋２４

海水温度の上昇に伴う
火力増出力の減少▲６

卸電力取引所からの調達 ＋８６
他電力からの追加応援融通 ＋２５

出水に恵まれたことによる増加

太陽光 0

４ ～ ８

１１ ～ １３

１４

１５

日射量に恵まれたことによる増加

１５

１６

他
社
・融
通
591

火力

水力

融通等

太陽光

揚水

52

436

17

21

174

他
社
・融
通

731

火力

水力

融通等

太陽光等

揚水

44

456

14

44

最大３日平均電力発生日の下位５
日平均から算定

（▲3）

（+20）

（▲8）

（+108）

（+23）

※四捨五入の関係で合計が合わないことがあります。

+58

▲104

+140

▲89

原子力

205

Ｈ２２猛暑並みを想定
定着した節電を考慮

大飯３，４号機稼動 １０

単位：
万ｋＷ
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＜「需要」に対する振返り＞

○今夏の気象状況

○１４～１５時の最大電力の比較〔対Ｈ２２年比〕

○今夏の取組み
ご家庭のお客さま
法人のお客さま
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今夏の気象状況

最高気温
（今年）（H22年）

赤色 今年の気温がH22年より高い場合
水色 今年の気温がH22年より低い場合

今年の日々の最大電力
H22年の日々の最大電力

平年値

平年値

気温

今年 最大電力 2,816万kW（8月22日）H22年 最大電力 3,095万kW（8月19日）
H25年7月 平年差 H22年差

平均 28.5 +1.1 +0.6

最高 32.9 +1.3 +0.9

最低 25.3 +1.0 +0.5

◎気温 （℃）

H25年8月 平年差 H22年差

平均 30.0 +1.2 ▲0.5

最高 34.8 +1.4 ▲0.4

最低 26.6 +1.2 ▲0.6

最大電力

：今年の土日祝日、お盆（8/13～15）を表す

：H22年の土日祝日、お盆（8/13～15）を表す
（今年）（H22年）
最低気温

◎猛暑日（最高気温35℃以上） （日）

◎熱帯夜（最低気温25℃以上） （日）

H25年 平年差 H22年差

7月 3 +0.1 ▲1

8月 18 +10.1 ▲2

9月 0 － ▲7

H25年 平年差 H22年差

7月 20 +7.1 +7

8月 24 +4.2 ▲5

9月 3 － ▲10

H25年9月 平年差 H22年差

平均 25.4 ▲0.2 ▲2.6

最高 30.2 +0.2 ▲2.3

最低 21.8 ▲0.5 ▲3.1

※9月24日まで

※

※

※

○今夏の大阪の気象は、平年と比べると、７月から８月中旬にかけて気温が高く、特に８月中旬は 猛暑日
となる日が続きました。８月下旬以降は、平年と比べ、気温は低く推移しました。
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○７／１から９／２４までの実績では、H２２年と比べて、平均で約２８０万ｋＷ（約１１％）と、昨夏と同程度の減少
となりました。この中に節電効果が含まれているものと考えられます。

○家庭用で約１１％、大口で約１１％、小口で約１０％、業務用で約１１％、産業用で約１０％減少となりました。

１４～１５時の最大電力の比較〔対Ｈ２２年比〕

（℃）

約▲２８０万ｋＷ
（約▲１１％）

※１:ｻﾝﾌﾟﾙﾃﾞｰﾀを元に統計値などを用いて推計。
※２:小口＝契約電力500kW未満のお客さま。

y = 3,491.31  -  162.96 x  + 4.18 x2

R2 =  0.974

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

18.0 20.0 22.0 24.0 26.0 28.0 30.0 32.0 34.0 36.0 38.0

H22年5月連休明け～9月30日
H24年5月連休明け～6月30日
H24年7月1日～9月30日
H25年5月連休明け～6月30日
H25年7月1日～9月24日

【H22相関式】

（万kW）

※土日祝、降雨日等除く
※累積5日最高気温

（参考）
H２４年はＨ２２年と比べて、平均で約２８０万ｋＷ（約１１％）減少しています。

※１

※１

※２
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項目 内容
平成２５年夏季
（8月末時点）

＜参考＞
平成２４年夏季

Ｐ Ｒ

ホームページ、フェイスブック、

ツイッター

今夏の需給見通し、節電・省エネの

お願い、日々の週間の需給予想等

を掲載

同 左

ポスター 約５百部 約５万部

検針票［裏面利用］ 約１，２００万軒 約１，２００万軒

見える化の推進
「はぴｅみる電（電気ご使用量のお

知らせ照会サービス」の慫慂
加入件数：約４２．２万件（累計） 加入件数：約２９．５万件（累計）

需給逼迫のお知らせメール
需給逼迫時等に電子メールを

配信
登録件数：約７０万件 登録件数：約７１万件

今夏の需要抑制に向けた主な取組み状況

訪問等

お客さま（５００ｋW以上）訪問 約７，０００件 約７，０００件

お客さま（500ｋW未満）への電気ご
使用量お知らせｻｰﾋﾞｽを活用した節
電ＰＲ

約１１万件 約１１万件

通告ネガワット特約

当社からの通告により、翌日・翌週

に実施される大幅な負荷抑制に対し

電気料金を割引

８９件 約５万kW １５５件 約８万kW

アグリゲーター等の活用

ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業に
よるピーク抑制
（依頼タイミング：需給が厳しいと

予想される日の前日の午後）

１６事業者と契約締結

約５４０件 最大約０．５万kW

１６事業者と契約締結

約４５０件 最大約０．５万kW

【主にご家庭のお客さま】

【法人のお客さま】

7 ８～
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◇実施理由 「ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業による需給ひっ迫時におけるピーク抑制」について、電力需給の安定化に向けて取り組むとともに、

負荷調整の確実性および実効性を検証。

平成２５年夏季におけるＢＥＭＳアグリゲーターとの協業
実施概 要

kWは十の位、軒は一の位を四捨五入

○需給が厳しいと想定された７月から８月の６日間の負荷調整の実施結果は、４，３００ｋＷの削減目標に対して
約８割の削減実績となり、一定のピーク抑制効果を確認することができました。

○一方、負荷調整を実施することによるお客さまの活動影響等についても考慮する必要があると考えております。

平成２５年夏 ＜参考：平成２４年夏＞

事業者 １６事業者 １６事業者

負荷調整日時 ○ 平成２５年７月２４日（水） ：１３～１６時

○ 平成２５年８月 ７日（水） ：１３～１６時

○ 平成２５年８月２０～２３日（金） 計：６日間

：１３～１６時を必須時間とした９～２０時

○ 平成２４年８月３０日（木）：１３～１６時

○ 平成２４年９月 ５日（水）：１３～１６時

＊２日間に分けて実施

計：２日間

対象顧客 ５４０軒（参加率：１００％） ４５０軒のうち２７０軒（参加率：６０％）

契約調整電力 ４，７００ ｋＷ（１３～１６時の時間帯における最大値） ４，９００kWのうち２，７００ ｋＷ（対象顧客の契約調整電力）

負荷制御方法 各アグリゲーターの調整方法に基づき、遠隔制御または手動制御を実施

実 施 結 果

でんき
使用率
（％）

対象顧客
（軒）

契約調整電力 実績調整電力
13～16時の平均

（kW）

達成率
（％）13～16時の平均

（kW）
7月24日 89 420 3,800 ▲700 ▲18
8月 7日 90 500 4,400 4,200 96
8月20日 93 510 4,500 4,100 92
8月21日 95 500 4,200 3,500 82
8月22日 96 510 4,500 3,000 68
8月23日 91 520 4,500 6,200 136

平均 --- 490 4,300 3,400 78

＜参考：平成２４年夏の実績＞

8月30日 90 230 2,000 2,000 99

9月 5日 83 50 600 100
（※600）

16
（※86）

※前々週同一曜日を基準とした場合の実績

【 実施結果：８月２２日実施 】

90

95

100

105

110

9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

［ＭＷ］

必須時間任意時間 任意時間

ベースライン

負荷調整日の電力需要

2,600 kW
3,500 kW

3,100 kW

【調整できなかったお客さまの声】
○ 負荷調整を連続３日実施すると仕事にならない。実施日が連続する

と負荷調整の協力はできない。

○ 老健施設において、入居者の方の体調を考慮する必要があるため、

事前に契約を締結したものの、負荷の調整はできない。

※９月２５日にも実施
（結果は分析中）



8ＢＥＭＳアグリゲーターからの昨夏の要望を踏まえた改善点

○ アグリゲーターの声を参考に制度を一部変更したことにより、 平成２４年夏よりも負荷調整の確実性および

実効性を向上させることができたと考えています。

平成２４年夏 アグリゲーターの声 平成２５年夏 実施結果

高圧小口のみ

高圧小口ではＢＥＭＳ導入が進ん
でいない。高圧大口顧客にはポテ
ンシャルがあるため対象を拡大し
て欲しい。

高圧大口の一部へ対象を拡大
○ 全体の約１割（約４０軒）が高圧大口のお客さま
○ 高圧大口のお客さまの契約調整電力は約２０kW/軒
⇒ 高圧小口のお客さまの約２倍

基準電力の設定方法

平成２４年夏 アグリゲーターの声 平成２５年夏 実施結果

前週同一曜日

前週同一曜日という単一日のみ

の基準だと気温影響等が反映で

きない。負荷調整を実施した場合

においても電力実績が適正に評

価されない場合があり、改善をお
願いしたい。

○過去５日間の計量データを基に

算定する平均化法（Ｈｉｇｈ ４ ｏｆ

５手法）の採用

○当日の気温影響等を反映する

当日調整の実施

○ 当日の気温変動による影響等を反映するため、基準電力
の補正幅はプラスにもマイナスにも働いている。
⇒基準電力の補正幅（１時間値）
・ ７月２４日（水） ： ▲５，１００ kW
・ ８月 ７日（水） ： １，５００ kW
・ ８月２０日（火） ： ▲１，１００ kW
・ ８月２１日（水） ： ▲ ４００ kW
・ ８月２２日（木） ： ２００ kW
・ ８月２３日（金） ： ７００ kW

負荷調整の時間単位

平成２４年夏 アグリゲーターの声 平成２５年夏 実施結果

３時間の
一律調整

３時間連続して負荷調整し続ける
ことは、スーパー等では、お客さま
負担（店内温度上昇）が大きい。

調整時間単位を「３時間（13～16時）」
から「１時間」単位へ変更

○ 約５０軒（全体の約１割）のお客さまにおいて調整時間毎
に負荷調整電力を設定。

○ 「１時間単位」で調整電力を設定したお客さまの実績は
平均の達成率を概ね上回っている。

負荷調整対象顧客
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＜「供給力」に対する振返り＞

○原子力の状況

○姫路第二発電所１・２号機の試運転状況

○トラブルの発生状況

○火力の安全安定運転に向けた取組み

○他社・融通等の状況（ ８／２２の状況）

○水力と太陽光の状況（ ８／２２の状況）

○揚水の状況（ ８／２２の状況）
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○大飯３・４号機については、新規制基準への適合性確認やそれを踏まえた対策を実施しました。

○その結果、規制委員会より運転継続の了承をいただき、９月の定期検査まで運転を継続し、夏季の安定供給
に寄与しました。

○また、大飯３・４号機の稼動は、火力プラントの点検の実施や、火力燃料費の低減にも寄与しました。

原子力の状況

４～６月 ７月 ８月 ９月

運転

状況

大飯

３号機

大飯

４号機

新基準への

適合性確認

9/2▼

▼ 規制委員会 運転継続了承

定期検査のため停止

▼ 4/18適合性確認結果報告

7/3

運転

運転
9/15▼

定期検査のため停止

必要な対策実施

適合性確認

格納容器損傷防止対策 大規模な放射能防止対策
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既設設備 更新後設備

発電方式 汽力発電 ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電

発電所出力 255万kW 291.9万ｋW

使用燃料 ＬＮＧ ＬＮＧ

熱効率（LHV基準） 約42% 約60%

CO2排出原単位 0.47kg-CO2/kWh 0.33kg-CO2/kWh

運転開始 1号機：S38年10月
～6号機：S48年11月

1号機：H25年8月
～6号機：H27年6月

［概要］汽力発電方式の発電設備を、1600℃級ガスタービンを用いた高効率のコンバインドサイクル発電方式へ更新

既設設備
（25～60万kW×6基）

更新後設備
（48.65万kW×6基）

＜姫路第二発電所全景＞

～5月 6月 7月 8月 9月 10月～

１

号

２

号

H25.8.27 営業運転開始

H25.12 営業運転開始

トラブル休転試験

試験

H24.11.15 試運転開始

H25.6.7 試運転開始

計画休転試験

計画休転 計画休転 試験

今夏の姫路第二発電所 １・２号機の試運転状況

○今夏、１号機と２号機が試運転を行っており、休転期間を除き供給力として貢献しました。

○１号機は、８月に初号機特有の作業に起因するトラブルがありましたが、その後問題なく各種調整、試験等を実
施し、当初計画に比べ約１ヶ月前倒しの８月２７日に営業運転を開始、順調に運転しています。

○２号機は、１２月の運転開始に向け１号機の知見を活かし計画通り順調に試運転が進捗しております。

計画
休転

計画
休転

計画
休転

H25.8.22
24万kW
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今夏と昨夏の日々の計画外停止の状況

トラブルの発生状況

○今夏の計画外停止は、最大１２６万ｋＷ、平均３２万ｋWでした。

○最大電力が発生した８月２２日は、舞鶴１号機が停止中（8月19日～22日）に南港３号機の出力抑制が発生し
ました。

○昨夏に比べて、クラゲ来襲の影響によるトラブル件数が大幅に減少しております。

0

50

100

150

200
※火力、水力、他社分も含む

Ｈ２４ Ｈ２５

トラブル件数（件）
６４

（２５）

４３

（４）

火力の今夏と昨夏のトラブル件数（７・８月）

（万kW）

７月 ８月

Ｈ２４年

Ｈ２５年
Ｈ２５年平均
３２万ｋＷ

Ｈ２４年平均
２６万ｋＷ

Ｈ２５年最大 １２６万ｋＷ
Ｈ２４年最大 １２０万ｋＷ

8月22日
舞鶴１Ｇ停止中、南港３Ｇ出力抑制

（）はクラゲによる影響。数値は内数。

１２２万ｋＷ
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クラゲ貯槽

クラゲ処理装置

エアレーション

アンカーブロック

・
・
・
・ ・・
・ ・・
・・
・・①

②

P

③ P

P

クラゲ防止網

可搬式ポンプ

１．異常兆候の早期発見に向けた取り組み
社員はもとより、関係会社、協力会社の方々の
技術力・経験・知恵もお借りし、運転中の巡視や
監視の強化により異常兆候の早期発見に取り組
みました。

２．早期復旧に向けた取り組み
（１）必要資材の確保

消耗品（パッキン、ベルト等）や汎用品を事前
に確保し、復旧期間の短縮に努めました。

（２）緊急時の補修作業体制の確保
グループ会社、協力会社との情報連絡を密にして、緊急時には技術者を速やかに確保できる
よう連絡体制を確立し、必要に応じて夜間や休日に工事を実施したり、二交代制で工事を実施
するなど最短工程での復旧に努めました。

３．クラゲ対策の強化
昨夏のクラゲ来襲に伴うトラブルを踏まえ、
クラゲ対策を強化しました。

（例） 資材名

ボイラ設備 ボイラチューブ、過熱器スプレ弁の弁体・弁棒、
ファンの軸受メタル 等

タービン設備 ロータリースクリーン（除じん装置）のチェーン、ポ
ンプのメカニカルシール 等

（例）
・サーモグラフィーの活用による異常兆候の早期発見
・回転機器の振動測定による異常兆候の早期発見 等

空気予熱器の伸縮継手部

温度上昇箇所

サーモグラフィー画像

（例）
①クラゲ防止網の強化
②アンカーブロックの大型化
③可搬式専用ポンプの設置 等

火力の安全安定運転に向けた取組み

○トラブル件数の減少については、夏季前に火力プラントの点検を確実に実施したことに加え、異常兆候の早期
発見や早期復旧に向けた取組み、クラゲ対策の強化等の対策が、一定の効果を上げたものと考えております。
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他社・融通等の状況（８月２２日の状況）

○卸電力取引所からの調達（８６万ｋＷ）や、他電力からの応援融通の受電（８５万ｋＷ）等により供給力の
確保に努めました。

種別等
今夏（８月）の
見通し

８月２２日 差

他社
火力

卸電気・ＩＰＰ・共同火力 361 363 +2 

自家発 75 93 ＋18

融通等

融通等 合計 66 174 ＋108

（内訳）

応援融通 小計 60 85 +25

中部電力 47 55 ＋8 

北陸電力 3 5 ＋2

中国電力 10 20 ＋10

四国電力 0 5 ＋5 

その他 6 89 ＋83 

（万ｋＷ）

※四捨五入の関係で合計が合わないことがあります。

（50）
（うち、当日の応援融通受電分）

（20）

（20）

（5）

（5）

（86）
（うち、卸電力取引所調達分）
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水力と太陽光の状況（８月２２日の状況）

○水力は、近畿地方では降雨となる日が少なかったものの、黒部川など日本海側における降雨の影響により、
概ね今夏の見通しを上回って推移しました。８月２２日の実績は見通しに対し、５０万ｋＷ上回りました。

○太陽光は、固定価格買取制度導入により設備量が想定以上に増加したことや晴天により日射量が想定以上
に増えたことにより、概ね今夏の見通しを上回って推移しました。８月２２日の実績は見通しに対し、２３万ｋＷ
上回りました。
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200

250

300

350

[ ]

自社水力 205万ｋＷ
他社水力 52万ｋＷ

[ ]

[ ]

水力と太陽光の状況（８月２２日の状況）
（万kW）

257万kW

今夏（8月）の見通し

21万kW

今夏（8月）の見通し

307万kW8月22日

+50万kW

8月22日

水力

太陽光

※自社と他社の合計を表す

+23万kW

[ ]

自社太陽光 1万ｋＷ
家庭用太陽光等 43万ｋＷ

自社水力 263万ｋＷ
他社水力 44万ｋＷ

自社太陽光 0万ｋＷ
家庭用太陽光等 21万ｋＷ

44万kW

７月 ８月
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1,000
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2,000

2,500

3,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

揚水の状況（８月２２日の状況）

発電可能量3,317万kWh

揚水発電必要時間 約10時間

最大電力
2,816万kW 揚水供給力

332万kW※1

揚水除き供給力
2,604万kW

需要： 2,816万kW
供給力： 2,936万kW
予備力： 120万kW
予備率； 4.3%

※1揚水発電供給力には他社分（混合揚水14万kW）含まず。

[万ｋW]

①前日段階の需要見通しに対して供給力を確保するため、夜間の電力で上部ダムに水をくみ上げた結果、 揚

水発電可能量は３，３１７万ｋＷｈとなりました。

②当日、南港発電所３号機の出力抑制（▲３２万kW）が発生しましたが、卸電力取引所からの調達 （＋８６万ｋ

W）や他電力からの応援融通の受電（＋２５万ｋW）により、揚水を除いた供給力は２，６０４万ｋWまで確保するこ

とができました。

③上部ダムの貯水量による発電可能量を、発電必要時間の予備率が一定となるように割り当てた結果、ピーク

時間帯の揚水発電の供給力は３３２万ｋＷを見込むことができました。
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ま と め

○ ８月２２日のように電源トラブル等により厳しい需給状況となった日もありましたが、

お客さまや国、自治体の皆さまの節電への多大なご協力や、供給力確保への関係

者の皆さまのご協力により、今夏を乗り切ることができました。

○当社は、引き続き電力の安定供給に努めてまいりますので、ご理解、ご協力をよろ

しくお願いいたします。


